
 
平成２９年度  宝木小学校 学校評価書 

 
１ 教育目標（目指す児童像含む） 

（１）基本目標 

心身ともに健康で，自ら学ぶ意欲と社会の変化に主体的に対応できる判断力，新しい時代を拓く開拓者
フロンティア

精神
スピリット

に基づく実践

力をもち，夢に向かって心豊かにたくましく生きる児童を育成する。 

（２）具体目標（具体的な児童生徒像など） 

たくましい子 （心身共に健康で，強い意志をもって粘り強く行動する） 

よく学ぶ子  （基礎学力を確実に身に付け，自ら考え主体的に学習する） 

やさしい子  （互いを尊重し，思いやる心を大切にして他とかかわり，ルールやマナーを守り，適切に判断・行動する） 
 
２ 学校経営の理念（目指す学校像含む） 

やさしさ 勇気 喜び そして 夢 

学校のシンボルとなっているメタセコイアの木がある。絶滅したと考えられていたこの木は，中国で発見され現在に至ること

から，「生きている化石」とも言われる。メタセコイアには壮大な過去があり，そして今がある。そして，未来へと，その生命

を繋いでいく。力強い生命力（生きる力）に，宝木小の子どもたちの成長を重ね合わせたい。 

夏には木陰をつくり，やさしくそっと子どもたちを包むメタセコイア。その姿のように，子どもたちの心に「やさしさ」を育

てたい。前に進もうと努力するときは，力強く根を張るメタセコイアの「勇気」を感じさせたい。メタセコイアの前で，共に遊

ぶときに広がる笑顔と喜び，日々の学習や活動での，「できた喜び」「分かった喜び」「伸びた喜び」を大切にしたい。そして，

メタセコイアが大空に向かってぐんぐん伸びる姿に，未来への「夢」をえがく子どもたちに育つことを願いたい。 

メタセコイアが教えてくれる「やさしさ 勇気 喜び 夢」，それは，メタセコイアと共に成長していってほしい宝木小の子

どもたちの姿であり，本校教育活動の理念である。 

 
３ 学校経営の方針（中期的視点） ※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針は文頭に○印を付ける。 

(1) 子どもにとって，わくわくする楽しい学校 

  ・アプローチⅠ：授業で勝負！  

      〇“学力向上を目指した授業づくり！”― 学び続ける態度の育成 ― 

  ・アプローチⅡ：Ⅱ：認め励まし，教え導く！ 規律と活気，思いやりのある学級づくり 

〇“規律と活気，思いやりのある学級づくり”      

(2)  保護者にとって，安心して子どもを通わせられる学校 

  ・アプローチⅢ：相互理解と相互連携の構築！   

       “保護者の皆さんと力強いスクラムづくり”― 子どものよりよい成長を軸に ― 

(3)  地域にとって，信頼できる開かれた学校 

  ・アプローチⅣ：地域と学校の相互交流による信頼関係の構築！  

“地域の皆さんとの強いきずなづくり” 

(4)  教職員にとって，自分の力を発揮できる，働きがいのある学校                

・アプローチⅤ：同僚性を生かし，教育目標実現に向けた普段の追及！ 

  “教職員一人一人が活躍する学校づくり！”― 報・連・相を通して ― 

 
  
 

 
４ 今年度の重点目標（短期的視点）※「小中一貫教育・地域学校園」に関する重点目標は文頭に○印を付ける。 

(1) 特色ある学校づくりの展開 
  ・「やさしさ 勇気 喜び そして 夢」を軸とした特色ある教育活動の推進 
(2) 学力向上を目指した学習指導の充実 
  〇基礎的な学習態度（姿勢・返事）・学習習慣の形成と基礎的基本的な学習内容の定着 
  ・自分の考えを書かせて説明させるなどの書く活動の充実 
  ・学びに向かう集団づくり 
(3) 心を育む教育活動の推進 
  〇命を大切にし，思いやりの心を育む心の教育の推進 

[陽西地域学校園教育ビジョン] 

  共に学びあい，互いのよさを認め合う人づくり 

―社会的自立を目指すキャリア教育を通して― （自分のよさを活かして，粘り強く頑張る子どもに） 

別紙２ 



  ・校内支援委員会の一層の充実（配慮を必要とする児童の早期発見と組織的対応） 
(4) 児童指導の充実 
  〇基本的生活習慣の形成（「児童のやくそく」の徹底） 

・生命と人権の尊重を軸とした，いじめを許さない態度や実践力の育成：いじめ０運動・人権習慣の充実 
  ・「宝木の子ファイル」の活用による，児童の記録累積と活用 
(5) 地域の学校づくりの推進 
  ・学校の取組の積極的な情報発信と家庭教育に役立つ情報の提供 

・地域協議会を軸とした，各種ボランティア等，地域の教育力の活用 
(6) 教職員の資質の向上 
  ・専門性を高めるための自己研鑽と同僚性の構築（学校課題研修，校内研修サポート，一人一授業） 
  ・自己の向上を目指した目標管理とゆとりを生み出す校務の整理・効率化の推進（「児童と向き合う時間」の確保） 
(7) 地域学校園を活かした活動の充実 
  〇地域学校園のビジョンである「キャリア教育」の推進 
  〇情報の共有，協働活動を通した小中連携の充実 
 
平成 29 年度スローガン  “自分に自信を  学校・地域に誇りを  人とのふれあいを大切に” 

 
 
５ 自己評価（評価項目のＡは市共通，Ｂは学校独自を示す。） 

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
※「主な具体的な取組」の方向性には，Ａ拡充 Ｂ継続 Ｃ縮小・廃止，を自己評価時に記入する。 

項

目 
評価項目 主な具体的な取組 

方

向

性

評 価 

学

校

運

営

の

状

況 

Ａ１ 学校は，活気があり，明る

くいきいきとした雰囲気で

ある。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞自分は，学校

が好きである→80％以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞ 
学校全体に活気があり，明るくい

きいきとした雰囲気である          

→80％以上 

日課を見直しゆとりを持たせ，

行事の目当てを明確に示し，児童

の主体的な活動の時間や教師が

共に過ごす時間を効果的に確保

するように努めていく。 
  

【達成状況】 
A1 児童の肯定的割合 90.8%(90.7%) 
  保護者の肯定的割合 91.5%(92.6%) 
  地域住民の肯定的割合 100%(100%)   
【次年度の方針】 
ゆとりのある日課の中で，事前指導から事後

に至るまで活動のめあてを明確にして主体的な

活動を促す。また，働き方改革を進めるととも

に，子どもと共に過ごす時間の確保をさらに工

夫していく。 

Ａ２ 教職員は，組織の一員とし

て熱心に教育に当たってい

る。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞先生方は，大

切なことをしっかり教え，熱心に

指導してくれる         

→80％以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞ 
教職員は，協力し，教えるべきこ

とを熱心に指導している 
→80％以上 

教職員の教科指導における指

導力を高めるため，一人一授業の

実践を継続していく。 
また，保護者・地域住民に対し

て，学校だよりや学年だより，学

習だよりにより本校の学習状況

の取り組みを知らせたり，授業参

観を利用したりして積極的に情

報を発信していく。 
 

 

【達成状況】 
A2 児童の肯定的回答 97.8％（97.1％） 
  保護者の肯定的回答 89.2％（89.5％） 
地域住民の肯定的回答 100.0 ％ (100.0％) 

 
【次年度の方針】 
全校体制で授業の中で，目当ての明確化や振

り返りの活用などを継続する。教科指導におけ

る指導力を高めるため，研修サポート事業の継

続や一人一授業の実践を継続していく。 
また，保護者・地域住民に対して，学校だよりや

学年だより，学習だよりにより本校の学習状況

の取り組みを知らせたり，授業参観を利用した

りして積極的に情報を発信していく。 



Ａ３ 児童は，授業と生活のきま

りやマナーを守り，秩序があ

り安全な学校生活をしてい

る。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，授業

と生活のきまりやマナーを守っ

て生活している  

→80％以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞ 

児童は，授業と生活のきまりやマ

ナーを守って生活している 

→80％以上 

教職員の共通理解のもと，児童

指導主任を中心に，同一歩調で指

導に当たるなど校内体制の充実

を図りながら児童指導に努める

とともに，指導方針を明確にした

資料等を配付し，家庭教育との連

携を図る。また，児童の実態に合

わせて生活目標を立てることで

児童一人一人がきまりを守り安

全に生活できるように支援して

いく。 
 

 

【達成状況】 
A3 児童の肯定的回答 83.68％（82.2％） 
  保護者の肯定的回答 90.9％（86.7％） 
地域住民の肯定的回答 100.0 ％ (100.0％) 

  
【次年度の方針】 
廊下の歩行については，強化週間を設けて決ま

りの徹底を図る。また児童会とのタイアップに

より高学年児童が主体的活動をすることで注意

を促す。 
児童の実態に合わせた月２回の生活目標の設

定と実行を行っているので今後も引き続き続け

ていく。 
来年度は「きまりの徹底」の重点項目の一つに

廊下の歩行についての項目を入れ，目に付く所

に掲示することで徹底できるようにしていく。 
Ａ４ 教職員は，分かる授業や児

童にきめ細やかな指導を行

い，学力向上を図っている。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞先生方の授

業は，分かりやすく，丁寧に教え

てくれる  →80％以上 
＜保護者アンケート＞教職員は，

児童一人一人が理解できるよう

に教材を工夫するなど，きめ細か

な指導をしている→80％以上 

外部講師を招いての授業研究

会や「一人一授業」を今後も継続

し，授業の質的向上を目指すとと

もに，一人一人の実態をよく把握

しながら，きめ細かな指導を推進

していく。授業の取組がわかるよ

う情報発信に努める。  

【達成状況】 
A4  児童の肯定的回答 95.2％（96.9％） 

  保護者の肯定的回答 81.9％(81.5％)   

 
【次年度の方針】 
外部講師を招いての授業研究会や「一人一授

業」を継続実施し，互いの授業を見合うことで

授業の質的向上を目指すとともに，日々の授業

を充実させ，分かる授業を展開する。T・T の活

用や教材を充実させることで，きめ細かな指導

を推進するとともに，児童の思考を理解した上

で児童に寄り添った支援を実施していく。  

Ａ５ 教職員は，いじめが許され

ない行為であることを指導

している。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞先生方は，い

じめが許されないことを熱心に

指導してくれる→80％ 
＜保護者/地域住民アンケート＞ 
学校は，いじめ対策を積極的に 

公表し，熱心に取り組んでい 

る。→80％以上 

本校のいじめ対策や取組状況

についての情報を提供できるよ

う努める。特に，いじめ０月間に

重点的に道徳の授業や児童会中

心に集会を開くことでいじめ対

策に取り組む。また，保護者・地

域住民と連携して，共に児童を見

守る。 
 

 

【達成状況】 
A5 児童の肯定的回答 97.7％（98.1％） 
  保護者の肯定的回答 68.9％（63.1％） 
地域住民の肯定的回答 90 ％ (100.0％) 

 
【次年度の方針】 
・児童指導だよりを特別号という形で作成し，

取り組みの様子や状況を周知発信していく。 

Ａ６ 日課，授業，学校行事など

の教育課程は，適切に実施さ

れている 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞自分は，学校

での生活や様々な活動が充実し

ている→80％以上 
＜保護者アンケート＞学校の 

日課,授業,行事などは，適切 

に実施されている。→80％以上 

定期的に教育課程の実施状況

や行事の取組を振り返り(Check)
改善が必要な項目について検討

しながら(Action)計画を修正し引

継ぎ(Plan)できることから実践

（Do 場合によっては次年度）す

る。 
 

【達成状況】 
A6 児童の肯定的割合 90.8%(89.0%) 
  保護者の肯定的割合 94.5%(96.0%) 
   
【次年度の方針】 
定期的に教育課程の実施状況や行事の取組を

振り返り(Check)改善が必要な項目について検

討しながら(Action)計画を修正し引継ぎ(Plan)
できることから実践（Do 場合によっては次年

度）する。また，新教育課程への移行を確実に実

施する。 
 
 



Ａ７ 学校の公開や情報の積極

的な発信・提供が行われ，開

かれた学校づくりが進めら

れている。 

【数値指標】 

＜保護者/地域住民アンケート＞ 
学校は，学校だよりや学校公開な

どで，積極的に情報を発信・提供

している  →80％以上 

ホームページや各種たよりに

おいて，保護者・地域に理解を深

めてもらいたい内容について，効

果的に情報発信を行っていくよ

う工夫・改善を図る。 
  

【達成状況】 
A7 保護者の肯定的回答 92.0％（93.8％） 
地域住民の肯定的回答 100 ％ (100.0％) 

 
【次年度の方針】 

HP や学校だより，学習指導主任からの便りな

ど実施したが，数値的に昨年より下がってしま

ったので，次年度は学年だよりの中に児童の様

子のほかに，定期的に学習状況や児童指導の状

況を伝えていくようにする。 

Ａ８ 学校と家庭・地域・企業等

との連携・協力を図った地域

の学校づくりが推進されて

いる。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞自分は，地域

や企業の方々と一緒に活動した

り勉強したりすることで，学習が

充実し楽しい 
→80％以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞ 
学校は，家庭・地域/企業と連携協

力して，教育活動や学校運営の充

実を図っている→80％以上 

社会に開かれた教育課程の理

念へ向かって「魅力ある学校づく

り地域協議会」や PTA・保護者等

との連携を密にして地域に根差

した学校づくりを推進する。ま

た，「外部との連携を図った教育

活動一覧」を作成しきちんと位置

づけ，計画的な取り組みを目指

す。 
 

 

【達成状況】 
A8 児童の肯定的割合 89.5%(88.1%) 
  保護者の肯定的割合 91.6%(90.9%) 
  地域住民の肯定的割合 100%(100%) 
 
【次年度の方針】 
「外部との連携を図った教育活動計画一覧」

および「地域連携事業計画一覧」にそって，魅力

ある学校づくり地域協議会や PTA，保護者，地

域社会との連携をさらに推進し，社会に開かれ

た教育課程の理念へ向かって地域に根差した学

校づくりを推進する。 

Ａ９ 校内は，学習にふさわしい

環境となっている。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞学校は，清掃

がしっかり行われ，学習しやすく

気持ちのよい環境である  →

80％以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞ 
学校は，荷物や備品が整理整 
頓されるなど，学習しやすい環 
境である   →80％以上 

気持ちのよい学校生活を送る

ために清潔にする意義や清掃の

仕方を理解させ，清掃活動に進ん

で取り組む児童を育てることに

努める。 
 

【達成状況】 
A9 児童の肯定的割合 88.0%(84.8%) 
  保護者の肯定的割合 92.5%(90.6%) 
  地域住民の肯定的割合 94.1%(100%) 
 
【次年度の方針】 
清掃場所の担当の先生の明確化を図る。 
担当場所のローテーションを学年で揃える。 
新しい清掃場所になったときは，オリエンテー

ションの時間を設けて，きめ細やかな清掃指導

が必要。 

Ｂ１ 家庭・地域社会との連携・協

力をもとに，教育目標達成をめ

ざしている。 

【数値指標】 

＜保護者/地域住民アンケート＞ 
学校の様子がよく分かり，また伝

える場がある→80％以上 

各種便りやホームページを活

用して，学校の取組を積極的に情

報発信していく。保護者との連携

をさらに密なものにするために，

授業参観と懇談会の出席率の向

上が図れるような工夫をする。家

庭訪問や個人懇談も学校・保護者

双方の負担を軽減しながら持続

可能な方法を探り，充実・継続し

ていく。 
 

 

【達成状況】 
B1 保護者の肯定的割合 76.2% 
  地域住民の肯定的割合 100％ 
 
【次年度の方針】 
各種便りやホームページを活用して，学校の

取組を積極的に情報発信していく。とくにいじ

め対策の取り組みについてよりわかりやすく外

部に伝える工夫をする。保護者との連携をさら

に密なものにするために，授業参観と懇談会の

出席率の向上が図れるような工夫をする。家庭

訪問や個人懇談も学校・保護者双方の負担を軽

減しながらさらに充実・継続していく。 
 



 

Ａ10 学校は，「小中一貫教育・地

域学校園」の取組を行っている。

【数値指標】 

＜児童アンケート＞学校は，小学

生や中学生が交流する活動を行

っている。  →80％以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞ 
学校は，小学校と中学校が連携し

た「小中一貫教育・地域学校園」

の取り組みを行っている。 
→80％以上 

「自己の『よさ』を生かし粘り強

く頑張る子どもの育成～社会的

自立を目指すキャリア教育を通

して～」のスローガンのもと，知

徳体のバランスのとれた人間形

成を目指すため，相互乗り入れ授

業，あいさつ運動など連携を生か

した活動を実践する。また，学校

園の校長会議を毎月実施し，検証

を図りながら活動を進めていく。  

 

【達成状況】 
A10 児童の肯定的回答 88.2% 
  保護者の肯定的回答 80.8% 
地域住民の肯定的回答 100％  
 

【次年度の方針】 
 次年度も継続して月ごとの校長会議，各部会

の活動の充実を図るとともに，2 回の全体研修

会や教科部会をさらに効果的に運営していくこ

とで，系統立てたカリキュラムの整備等に努め

る。乗り入れ授業や生徒指導連絡会等の小中学

校職員の交流を深めるとともに，キャリア教育

を中心に据えたテーマに迫っていくことを目指

す。 

教

育

活

動

の

状

況 

生 

 

活 

Ａ11 児童は，進んであいさつ

をしている。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，

時と場に応じたあいさつを

している→80％以上 
＜保護者/地域住民アンケー 
ト＞児童は，時と場に応じ 
た あ い さ つ を し て い る    

→70％以上 

児童会中心に児童の自発的な

あいさつ運動が展開されるよう

指導する。教職員も率先してあい

さつをするとともに，同一歩調で

児童の意識を高めて，家庭と連携

した取組，環境づくり等の指導を

継続していく。さらに陽西地区地

域学校園であいさつの時期を合

わせ，児童会を中心にあいさつ運

動が行われるようにしていく。 

 

 

【達成状況】 
A11 児童の肯定的回答 91.4％（88.7％） 
  保護者の肯定的回答 74.3％（70.9％） 
地域住民の肯定的回答  100％ (88.9％) 

 
【次年度の方針】 
・特別新しいことに着手するのではなく，今年

度の取り組みを次年度も引き続き進めていくこ

とでさらに高められるようにしていく。 

Ａ12 児童は，正しい言葉づ

かいをしている。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞時と場

に応じた言葉づかいをして

いる→70％以上 
＜保護者/地域住民アンケー 
ト＞児童は，大人に対して 
適切な言葉づかいをして 
いる   →70％以上 

教職員自らが適切な言葉づか

いを心がけ，率先垂範する。授業

中・休み時間等の児童の言動に留

意し，必要に応じてその場で指導

を加えることにより校内の言語

環境を整えていく。 
また，機会あるごとに家庭に啓

発していく。 

 

 

【達成状況】 
A12 児童の肯定的回答 82.2％（80.2％） 
  保護者の肯定的回答 71.8％（66.4％） 
地域住民の肯定的回答  94.1％ (88.9％) 

 
 
【次年度の方針】 
・時と場に応じた言葉遣いができるよう日々の

指導を徹底する。来年度は「きまりの徹底」の重

点項目の一つに言葉遣いを入れて正しい言葉遣

いができるようにしていく。 
Ｂ２ 相手を尊重し，思いや

る心を大切にしながら

人と関わっている。【全】 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，

友だちを大切にしている  

→80％以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞

相手を尊重し，思いやる心を

大切にしている。    
→80％以上 

縦割り班活動班により，下級生

に対する思いやりの心が育ちつ

つある。今年度はさらに，児童会

活動や行事などを通して，お世話

になった人への感謝の気持ちや，

お互いの良いところを認め合う

場を設定する。 
また，いじめ防止のための基本

理念に基づいた取組にも関連さ

せ，教育活動全体を通して思いや

りや助け合いの心を育てていく。 

 

 

【達成状況】 
B2 児童の肯定的回答 91.7％ 
  保護者の肯定的回答 84.9％ 
地域住民の肯定的回答  91.9％ 

 
【次年度の方針】 
学級における毎日の生活の中で思いやりや助

け合いの心を育てていく。また，縦割り班活動

を十分に活用し，児童会を中心として異学年交

流を推進していく。 



健

康

・

体

力 

Ａ13 児童は，進んで運動す

る習慣を身に付けてい

る。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，

休み時間や放課後などに積

極的に運動している→80％
以上 
＜保護者アンケート＞ 
児童は，平日の授業後や休日

などに積極的に運動してい

る→80％以上 

運動教具や運動環境の改善・充

実を図るとともに，検定カード改

善も行い，一層効果的な活用につ

いての教職員の共通理解を深め

る。 
また，ドッジボール月間や長な

わウィークを設け，目当てをもっ

て教職員と児童が共に活動する

など児童の体力づくりを推進す

る。 

 

 

【達成状況】 
A13 児童の肯定的回答 89.4％（89.4％） 
  保護者の肯定的回答 63.2％（63.2％） 
 
【次年度の方針】 
検定カードをより実態に合った内容に改善す

ることで，児童の意欲を高める。 
学校生活内での運動時間を増やすために，体

育授業の初めにトラックを走ったり，朝の時間

に教室で行える運動を実施したりする。 
質の高い体育授業を行えるよう，一定期間用

具を使いやすい位置に配置したり，そのために

年計を調整したりする。 
Ａ14 児童は，栄養のバラン

スを考えて食事をして

いる。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，

好き嫌いなく給食を食べて

いる 
→80％以上 
＜保護者アンケート＞ 
自分の子どもは好き嫌いな

く食事をしている→80％以

上 

担任と栄養教諭が連携し，給食

時や学級活動の時間を活用して，

児童の「食」に関する意識を高め

る。さらに，味覚を育て，食の楽

しさを体験できるよう献立や食

材や食べ方を工夫する。 
また，ホームページや各種たよ

りで給食の様子を保護者に伝え，

家庭と連携して偏食が少なくな

るよう児童を励ましていく。 

 

 

【達成状況】 
A14 児童の肯定的回答  77.8%（79.6%） 
  保護者の肯定的回答 70.2%（71.6%） 
 
【次年度の方針】 
担任と学校栄養士が連携し，給食時や学級活

動の時間を活用して，児童の「食」に関する意識

を高める。 
味覚を育て，食の楽しさを体験できるよう献

立や食材や食べ方を工夫する。 
ホームページや各種たよりで給食の様子を保

護者に伝え，家庭と連携して偏食が少なくなる

よう児童を励ましていく。 

Ｂ３ 児童は，弁当の日や 

給食でマナーや栄養の 

バランスについて学ん 

でいる。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，

お弁当の日や給食でマナー

や栄養のバランスについて

学ぶことができる。→80％ 
＜保護者/教職員アンケート＞ 
児童は，お弁当の日や給食で

マナーや栄養のバランスに

ついて学ぶことができる。 
→80％以上 

 給食を活かしたお弁当の日の

取組で家庭と連携した学習プリ

ントを活用したり，食の関連行

事・授業・給食委員会の活動など

日常の「食」に関する活動を学校

だより等で周知したりして家庭

と連携した食育の推進にさらに

努めていく。 
 

【達成状況】 
B3 児童の肯定的回答 90.0%  
 保護者の肯定的回答 92.4% 
 
【次年度の方針】 
給食を活かしたお弁当の日の取組で家庭と連

携した学習プリントを活用する。 
食の関連行事・授業・給食委員会の活動など

日常の「食」に関する活動を食育だより等で周

知して家庭と連携した食育の推進にさらに努め

ていく。 

学 

 

習 

Ａ15 児童は，進んで学習に

取り組んでいる。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，

授業中に進んで話し合うな

ど積極的に学習している→

80％以上 
＜保護者アンケート＞ 
児童は，授業中に進んで話し

合うなど積極的に学習して

いる→80％以上 

授業では，目当てを明確化する

とともに，児童が進んで取り組め

るよう教材や導入の工夫をし，本

時の課題を児童と共有できるよ

うにしていく。「学び合い」や「振

り返り活動」を適切に取り入れる

ことで，主体的に学ぶ態度を育成

する。 

 

 

【達成状況】 
A15 児童の肯定的回答   89.8％（87.5％） 

    保護者の肯定的回答 83.9％(82.7％) 

 
【次年度の方針】 
 授業では，教材やワークシート，展開を工夫

することで，児童がめあてに沿って進んで学習

に取り組めるようにしていく。「学び合い」や「振

り返り活動」を効果的に取り入れることで，児

童が考えたり話したりする機会を確保し，主体

的に学ぶ態度を育成する。 



Ａ16 児童は，落ち着いて学

習に取り組んでいる。 

【数値指標】 

＜児童アンケート＞児童は，

授業中に先生や友だちの話

をよく聞くなど落ち着いて

学習している 
→80％以上 
＜保護者アンケート＞ 
児童は，授業中に先生や友だ

ちの話をよく聞くなど落ち

着いて学習している→80％
以上 

学習のきまりは，全校で共通理

解した上で，年間を通して指導を

徹底し，児童の意識を高め定着さ

せていく。話の聞き方については

「聞き方のきまり」を活用し，話

を聞く態度の育成に努める。 

 

【達成状況】 
A16 児童の肯定的回答 86.5％（83.0％） 

  保護者の肯定的回答 88.2％(84.8％) 

 
  
【次年度の方針】 
「話し方・聞き方の決まり」を活用し，全校で

共通理解した上で，年間を通して指導を徹底し，

児童の意識を高めていく。特に，話を聞く態度

については，指導を徹底することで望ましい学

習習慣を身に付けさせていく。学習のきまりに

ついても，継続して指導をしていく。  

Ｂ４ 自ら考えたり，友だち

と話し合ったりしながら，

問題を追究しようとする

【全】 

【数値指標】 

＜保護者アンケート＞児童

は，自分の考えを持てるよう

になってきている。→80％以

上 

授業では自分の考えをもつ場

を意図的に設定し，考える習慣と

スキルを身に付けていく。ペア学

習やグループ学習を意図的に設

け，共に学ぶよさが実感できるよ

うにする。 
 

【達成状況】 
B4 児童の肯定的回答 90.2％ 

  保護者の肯定的回答 86.3％ 

 
【次年度の方針】 
授業では自分の考えをもつ場を意図的に設定

し，考える習慣とスキルを身に付けるとともに，

自分の考えをノートに書くことで表現力も育成

していく。ペア学習やグループ学習を意図的に

設け，共に学ぶよさが実感できるようにする。 

本

校

の

特
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・

課

題 
等 

Ｂ５ 児童像実現のための，本校

４プロジェクト（やさしさ・

勇気・喜び・夢）が主体的・

積極的に推進されている。

【全】 

【数値指標】 

＜教員アンケート＞主体的にプ

ロジェクトに関わり，創造的に

改善に取り組んでいる。→80％
以上 
＜保護者/地域住民アンケート＞

学校は，教育目標達成のために

工夫している。→80％以上 

4 プロジェクトの教育活動の

「やさしさ」に重きを置いた取り

組みをして，効果があった。29 年

度は特に「喜び」を重点的活動と

して活動の目標や手立てを明確

にし，頑張る学校プロジェクトと

連携し，さらに活動の改善・充実

を図る。 
また，学校の取組について保護

者に情報の発信をしていく。 

 

 

【達成状況】 
B5 教員の肯定的回答 100％ 
  保護者の肯定的回答 84.7％ 

地域住民の肯定的回答 100％ 
 

【次年度の方針】 
4 プロジェクトの教育活動の「喜び」を重点的

活動としてきた。研修サポート事業の継続や頑

張る学校プロジェクトの活用を推進し，さらに

活動の改善・充実を図る。 
また，学校の取組について保護者に情報の発

信をしていく。 

〔総合的な評価〕 
※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
全体的に肯定的割合が昨年度より高くなったものは，11，12 のあいさつや言葉遣いの項目である。長年低い評価で，対策

を考え，検証し，さらなる対策を考えるという繰り返しであった。まず，児童会を中心としたあいさつ運動を拡大し，全校

体制で取り組んだことや地域学校園で小中交流して活動したことはたいへん効果があったと思われる。また，スクールガー

ドの協力を得た朝夕のあいさつ運動も地域に広く認識され，ほめていただく機会を作り意識も高まったと思われる。 
また，今年度は，校内研修サポート事業実施２年目として，教職員が授業の事前だけでなく，事後の検討会を活発で実り

あるものにしたことは教師の意識の向上を招いた。そして，教員の授業力の向上は児童の意欲の向上として数値に表れてい

る。ホームページや各種おたよりを通して学校の取り組みや児童の活発な活動の様子を随時知らせていったことが，児童の

学習や生活面の向上として保護者に伝わり，数値が上がっていたと思われる。引き続き，一つ一つの教育活動の目当てや実

践の状態を公開し，情報を発信していく必要がある。学校，地域，家庭との連携や相互作用で児童の教育的価値が高まるこ

とを啓発していきたい。 
 
 
 
 



６ 学校関係者評価 
今年度もボランティアの方々のご協力により，幅広い活動で様々な支援が効果を上げている。また，地域連携教員とコー

ディネーターで検討し円滑で充実した支援がなされてきた。加えて，「魅力ある学校づくり地域協議会」の呼びかけより，児

童の活発な活動や登下校の安全を重視した活動がさらに広まっていることに感謝したい。しかし，児童の運動面の充実を懸

念していることも数値となって表れている。事実，児童の運動能力の向上を目指して，学校としても具体的に対策を講じた

い。 
本校の教育活動における取組の様子は，学校だよりやＨＰ等を通して保護者や地域に適切に発信されている。 
次年度は，さらに学校と家庭の連携を強化し，課題解決に向けて具体的な対応を進めていく必要があると考える。 

 
７ まとめと次年度へ向けて（学校関係者評価を受けて）  

※「小中一貫教育・地域学校園」に関する方針・重点目標・取組にかかわる内容は，文頭に○印または該当箇所に下線を付ける。 
総合的に見ると学校の状況や取り組みを肯定的に評価している保護者の割合が高まっているといえる。実際に活動してい

るだけでなく，ホームページや各種おたよりの活用が浸透していった結果と思われる。次年度も課題について具体策や組織

を検討し，更により良い学校づくりを目指して一層の改善に努めるとともに，それらの情報を適切に発信し，保護者や地域

の理解を得ることで学校に対する信頼も高まっていくと考える。 
新学習指導要領の実施に向けて，まず改訂の趣旨を教員が学び，教育課程の適切な実施に努める。さらに，「わかる・でき

る・楽しい授業づくり」の研究をさらに進め，児童の学力を高めていく研修を引き続き行う。「自分の良さを活かして，粘り

強く活動していく」ためには，自他の良さを認め合う環境が大切である。さまざまな教育活動の場面で，認め，励ましてい

く指導を心掛けたい。 
また，教育の基盤として，教職員の資質の向上や学校経営参画意識の高揚を図ることはもとより，保護者・地域社会との

連携をさらに進めることも重要である。地域とともに子どもを育てるかかわりや環境を大切にしていくために，「地域と連携

した活動の充実」や「小中一貫教育」などについて，無理のない形での継続・発展を目指した取組により，児童へのより良

い指導・支援を充実させていきたい。 
 


